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令和３年３月橋本市議会定例会会議録（第２号）その７ 

令和３年３月８日（月） 

                                     

（午後４時５分 再開） 

○議長（土井裕美子君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番６、13番 田中さん。 

〔13番（田中博晃君）登壇〕 

○13番（田中博晃君）それでは、通告に従い

一般質問を行います。 

 まず、１項目め、移住政策について。 

 新型コロナウイルス感染症によるテレワー

ク導入により、仕事の在り方が大きく変貌を

遂げようとしている。ある大学の調査では、

都会から農村部への移住を考える人たちにと

って、インターネット環境は不可欠なもの。

では、遠隔医療、教育、スマート農場や自動

運転など、５ＧやＩｏＴが実現する未来は移

住を後押しするのだろうか。子育て世代をタ

ーゲットにしたネット調査からは、移住者が

魅力を感じるテーマが浮かび上がってきたと

している。 

 また、ある機関の調査では、コロナ禍で導

入が進んだテレワークについて、感染症の影

響下で地方移住への関心が高まったと考えた

人の割合が、テレワーク経験者は経験してい

ない人の2.5倍にのぼったという結果もある。

また、都市部から地方への移住を取り込む機

会。だからこそ、テレワークの環境整備が一

つ重要だとも結論づけている。 

 ある地方自治体では、商用サービスが開始

され普及が見込まれる５ＧなどのＩＣＴに関

して知見を深め、地方創生をさらに進めるた

め、５Ｇ、ＩｏＴ、ＡＩの活用による地方創

生に関する連携協定を結んでいる。 

 本市は５Ｇ等のサービス開始をチャンスと

捉え、移住希望者への、都会に一番近い田舎

をＰＲする機会を逃すことのないよう、今か

ら対策を練るべきと考える。 

 よって、以下の質問を行う。 

 ①本市が行った移住説明会において、ネッ

ト環境等について本市からの説明や出席者か

らの質問はあったか。 

 ②５ＧやＩｏＴの活用について、企業誘致

との関連づけは。 

 ③５Ｇ等を一つのツールとして、今後の移

住政策を考えてみては。 

 ２項目め、市道高野口８号線の進捗につい

て。 

 以前、市道高野口北部連絡線から京奈和自

動車道高野口インターチェンジ付近、国道24

号までの市道高野口８号線を県道にとの一般

質問を行ったが、その後の進捗は。 

 以上で質問を終わります。明確な答弁よろ

しくお願いいたします。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さんの質

問項目１、移住政策に対する答弁を求めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（北岡慶久君）登壇〕 

○経済推進部長（北岡慶久君）移住政策につ

いてお答えします。 

 まず、一点目の、移住説明会においてネッ

ト環境等について本市からの説明や質問があ

ったかについてのおただしですが、移住説明

会においては、ネット環境等について本市か

ら説明は行っていません。移住希望者の方は

田舎暮らしや自然環境を求めて本市に興味を

持っていますが、インターネット環境は不可

欠と考える方も多く、光ファイバーの開通状

況や携帯電話はどの会社が使用できるか、ま

た、ネット通販利用時の宅配料金の加算があ

るか等の質問は度々ある状況です。 
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 また、大半の方が橋本市ホームページに掲

載している橋本市移住応援サイト「はしっこ

暮らし」を事前にご覧になり、情報を収集し

た上で移住相談をされています。また、テレ

ワークが浸透してきたことで本格的に田舎暮

らしを考える人も増えてきており、移住相談

の件数も増加傾向にあるところです。 

 本年度、東京、大阪等で開催予定であった

移住説明会については、コロナ禍により相次

いで中止となりました。また、移住相談者へ

の本市「まち案内」も一時中止するなど大き

な影響が出ています。 

 そのような状況の中、市としての移住相談

窓口担当である移住コンシェルジュとつなが

りを持った人たちに少しでも橋本のことを身

近に感じてもらうため、今年の冬には初めて

の季刊誌「はしっこ暮らし通信」冬号を発行

し、次回は春号、４月初旬の発行を予定して

います。 

 また、相談を続けてくださっている方、今

年度移住してきた方などへ手紙を送り、リア

ルな形でつながりを保つ取組を行っています。

また、２月にはネット環境を活用したオンラ

インセミナー（移住相談会）を開催するなど、

今できることに工夫しながら取り組んでいる

ところです。 

 次に、二点目の、５ＧやＩｏＴの活用と企

業誘致との関連づけについてお答えします。 

 本市の企業誘致施策については、あやの台

北部用地の分譲を最優先に考え取り組んでお

り、地域の雇用創出に向けて、製造業や研究

機関等を中心に企業誘致を行っています。Ｉ

Ｔ企業等の誘致に関しては平成31年４月より、

本市へ進出しやすいよう奨励金の交付要件を

見直し、誘致活動に取り組んでいるところで

す。 

 コロナ禍を契機にテレワーク化が進んでお

り、本市でも京阪神等へ通勤している方が自

宅などでテレワークを行っているケースは多

いと考えられます。本市では、ＩＴ企業やテ

レワークとして利用できる施設等が少ない状

況の中ですが、ＩＣＴオフィスを整備する事

業者への奨励金制度を整備し、ＩＴ企業等の

誘致に積極的に取り組んでいる和歌山県とも

情報共有、連携しながら、引き続き誘致活動

に取り組んでまいりたいと考えています。 

 なお、５ＧやＩｏＴの普及はＩＴ企業やテ

レワークの活用に重要と考えられますので、

今後、インターネット環境の向上が本市へ進

出する企業や施設整備を検討する企業などの

追い風になることを期待しつつ、情報収集を

行っていきますので、ご理解いただきたいと

思います。 

 最後に、三点目の、５Ｇ等を一つのツール

として、今後の移住施策を考えてみては に

ついてお答えします。 

 民間企業では、ローカル５Ｇによる住宅サ

ービスの展開をめざし、地方都市のスマート

シティ化を進めている事例があります。今後、

５Ｇ等の環境整備が進み、遠隔医療、スマー

ト農業や自動運転など整備されることにより、

田舎暮らしがもっと便利で身近なものとなり、

子育て世代をはじめ幅広い世代が、都市部に

いなくても橋本市で暮らしてみたいと思える

移住政策を時代に乗り遅れることなくＰＲし

ていけるよう、常にアンテナを張り、橋本市

に移住したいと思ってもらえるように、引き

続き取り組んでまいります。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん、再

質問ありますか。 

 13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。今、答弁いただいて、今も頑張ってい

るし、これからも頑張っていくよという力強

い答弁だったのかなというふうに感じており

ます。 
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 再質問を行いたいんですけれども、相談会

のほうには「はしっこ暮らし」を見てくれて

来てくれる方が多いんやというお話でした。

ただ、その前の答弁で、送料とかは要るんか

いとか、恐らく皆さんもネットで買物すると

き結構気になると思うんですけれども、やっ

ぱりそういったものというのは、もう早い段

階で、例えばＱアンドＡであったり、市の公

式として送料の追加はないよとは言いにくい

かもしれませんけれども、例えば、担当者は

取られたことないですよぐらいのことが、そ

ういう文言があったりすれば、より分かりや

すいのかなというふうに感じておりますが、

そういったものを今後ネットで掲載していっ

たら、移住希望者、相談者により伝わりやす

いと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）議員おただし

の件についてお答えさせていただきます。 

 今回、答弁を作成させていただいている中

で、担当者に具体的にどういった相談がある

のかというようなことをいろいろ協議しまし

た。その中で、私たちが当たり前やと思って

いることが、もしかしたら移住される方にと

っては、何て橋本市ってこんなことなんやと

いうな情報がたくさんあると思います。 

 そういったこと、先ほど壇上でもお答えさ

せていただきましたが、宅配便の送料等のこ

とも含めて、できるだけ早い段階でＱアンド

Ａに追加して、移住される方がご覧になれる

よう対応していきたいと思いますので、ご理

解いただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。 

 続いて、やっぱり移住ということを考えて

いった場合に、どうしても、移住された方が

疑問に思う、あれ、こんなんじゃなかったと

いう、よく調べてみたら、やっぱり近所付き

合い等がちょっと、苦痛とまでは言いません

けれども、そこまであるのかなというのが分

かっていなかったとかいうのもあるし、うち

のホームページを見たら、橋本市は水道料金

がちょっと高いですよというのも今書いてく

ださっているかと思うんですけれども、その

ような部分で、やはり、ええとこ悪いとこと

いうのはきっちりと出していかなあかんのか

なというふうに考えるんですけれども、いか

がでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）確かに、いい

ことばかりではなくて、移住された方が、移

住相談を受ける方が、こういった具体的な質

問もあります。例えば、雪は年に１回か２回

降ります。私たちにとって当たり前のことな

んですけども、移住された方にとって、えっ、

雪が降るのという、そんな感覚に陥ります。 

 水道料金のこと、それからごみ収集のこと

にも問合せ等が多いのは確かですので、そう

いったことを丁寧に説明、担当のほうからさ

せていただいて、ご理解を頂きながら移住施

策を進めているところです。 

 近所付き合いについても、やはり都会から

田舎に引っ越してくるという中で、非常に危

惧される方も多いです。例えば、地域ごとの

行事、それから、掃除のこと、お祭りのこと、

あいさつのことなど、地域の方と本当に溶け

込みたいという心がけをしていただければ、

相互にいろんな、何というのか、親密な関係

が出てくるんじゃないかな、心配ありません

よという、そういった声がけをしているとこ

ろです。 

 移住された方のお話の中では、本当に子ど

もへの声がけが多い地域だな、それから、飼

い猫がいなくなったとき一緒に探してくれま

したよとか、気がつけは玄関に野菜がたくさ
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ん置いてくれていますよという、そういった

お話もあるというようなことも伝えさせてい

ただいています。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）やっぱりそういうのっ

て一番気になるとこかもしれませんし、いざ

引っ越してきてしもうてからやったら、その

後なかなか改善しづらいというのか、思って

いるのと違ったというので、じゃ、また引っ

越そうというわけにもいかないので、やはり

事前にそういうのが分かるようにしていただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 続いてです。ホームページ等、あと「はし

っこ暮らし」等を見せていただいても、結構、

移住者の方のコメントというのが載っていて、

すごく分かりやすいのかなというふうに考え

ております。 

 移住者ってもっとたくさんいらっしゃるか

と思いますので、そういった方々の意見も随

時上げていってもらえたら、あ、こういう意

見もあるんや、こういう考え方もあるんやと

いうのが今後、移住希望者にうまいこと伝わ

って、それを踏まえた上で来てもらえるのか

なというふうにも考えておるんですけれども、

そういった部分で、どんどん更新もしていっ

てほしいんですけれども、いかがですか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）移住された方

につきましては、パンフレットやそれからホ

ームページ等に対談等を掲載させていただく

こと、また、本市が主催する、また、他方が

主催するような移住相談会においても出席い

ただいて、橋本市への移住体験をお話しいた

だくなどの協力を頂いています。 

 全ての方に協力を頂けるというわけでは現

状ないんですけども、引き続き多くの方にそ

ういった声を掲載させていただき、ご協力い

ただけるよう、引き続き努力していきたいと

考えています。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。 

 次に、企業誘致で、先ほどご答弁いただい

たんですけれども、もしかしたら今後、公共

施設の再配置なんかで空き施設ができて、も

しかしたら貸出しとかというのも考えられる

かもしれない。以前にも同僚議員がそういっ

た質問もされていますけれども、じゃ、その

時になって慌てて考えるんじゃなくて、今の

段階で持っている情報というか、例えば問合

せがあったときに、いや、もう橋本市のネッ

ト環境いうのはこんな状態ですわとかという

ので、そういう情報を集めておいて、問合せ

があった段階ですぐ活用できる体制というの

は必要なのかなというふうにも考えます。 

 また、県のほうでも奨励金を出す予定なの

かな、というのもあるかと思うんですけれど

も、そういったことも含めて、一つのツール

として情報収集で活用していけるような体制

を取っていただきたいのと、併せて、企業誘

致やったら企業誘致のところのホームページ

にも載っけてもらえたらなというふうに考え

ておるんですけれども、いかがですか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）本市の空き公

共施設有効活用というようなことですが、つ

い先日、旧信太小学校について有効活用事業

の募集提案というのがございました。山間部

ということもあって、光ファイバーが届いて

いるのかなとか、そういった問合せもあった

というふうにお聞きしております。光ファイ

バーもちゃんと信太小学校には届いていると

いうことでした。 

 あと、ネット環境等について、４Ｇ、それ

から５Ｇ等が本当に公共施設、その他、公共
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施設周辺にあるかないかということは、これ

から非常に大事な項目の一つになってくると

いうふうに思います。 

 あと、和歌山県が来年度４月施行に向けて

要綱を整備しています。首都圏等からの大規

模オフィス移転を促進する大規模オフィス移

転・多数移住奨励金というのが先ほど議員お

ただしのものだと思いますが、当奨励金が整

備されますと、都市部からのオフィス移転を

考えておられる企業に対して誘致を推進する

武器の一つになると思われます。 

 先ほど来、ホームページ等で重要な情報を

発信するというようなお話の中で、こういっ

たことも本市としても積極的にＰＲをさせて

いただいて、引き続き企業誘致に取り組んで

まいりたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。 

 どうしても今、白浜町とか田辺市のほうが

結構精力的に動かれているというのもありま

すけれども、それで橋本も負けてられません

し、やはりそういった情報発信というのは

常々必要だと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 次の質問なんですけれども、ほかの自治体

なんかやったら、もう５Ｇキャリアといろん

な連携を結んで、今後つながった場合にこう

いうことをやっていこうというので協議体を

つくられた、質問の中でもしゃべらせてもら

ったんですけれども、実際活動されている、

協定を結んで考えられている自治体もありま

す。 

 そんな中で、橋本市も大手のキャリアから

そういった問合せとかが、あったのかなかっ

たのかという部分はいかがですか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）キャリアから

の問合せということではなくて、逆に本市の

ほうから先日、大手キャリア担当者の方をお

呼びしまして、そもそも５Ｇというものがど

ういうものであるかとか、５Ｇを活用したら

どういった事業所が取り組めるのか、施策と

して取り組めるのかも含めた情報を頂いたり、

なおかつ本市において５Ｇが今後どのような

エリアに拡大していくのかというような情報

も頂いたところです。 

 経済推進部を中心にそういった協議をまず

はさせていただいたんですが、大手キャリア

の方、他のキャリアも含めまして、やはり今

後どういった考えをされていくのかというの

は、本市いろんな部署での情報収集をすると

いうことは重要だと思いますので、広くこれ

を機会に声をかけていければ、一緒になって

勉強会等をしていきたいなと、そんなふうに

考えているところです。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）もうそこまでやってい

ただいて、ほんまにありがたいといいますか、

やはり企業もそうですし、まず、やっぱり橋

本市の職員方も、いや、こんなもんできます

という、逆に、問合せがあったときに企業と

かにも言えるぐらいになっておけば、もしか

したら来ていただける可能性がちょっとは高

くなるのかなというふうに考えておりますの

で、ぜひぜひ、もう勉強会もやってくださっ

ているということですので、ありがたく思い

ますし、これからもやっていってください。

よろしくお願いいたします。 

 次の質問に移るんですけれども、様々な自

治体、過去は、例えば５Ｇやったら５Ｇが始

まってから考える、デジタル庁ができてから

考えるとかというようなことが、過去は５Ｇ

とかとちゃうけども、多かったのかなと。で

も、今は事前にできる範囲で調査、準備して

おかないと、どうしてもこの波、すごいビッ
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グウェーブになるかもしれへん、でも、これ

に乗り遅れたらどうしようもないですよね。 

 何がどない進むか分からないというのが現

状だと思います。ですから、今現状では５Ｇ

に対するメリット、デメリットも分かりにく

いのかなというふうには考えます。ただ、準

備だけはしとかなあかん。 

 以前、これは私の知っているところなんで

すけれども、携帯の着メロの配信を始めた人、

高野口の方なんですけれども、その頃、多分

二十四、五年前になるのかな、30年近く前に

なるんですけれども、当時はそんなんやって

もというふうには言われていましたけれども、

やはりそこも大手キャリアと提携を結んだこ

とで一気に会社がでかくなった。ということ

は、ほんまに何が起こるか分かれへん。そん

な無理やでと言うとることが一瞬で起こるの

がもう今のかなというふうに考えています。 

 コロナというすごいピンチなんですけれど

も、やっぱりコロナに勝たなあかんし、これ

コロナを見返してやらなあかんというふうに

私は考えておるんですけれども、よその自治

体なんかやったら、うまいことという言葉が

いいかどうか分からないですけれども、芸能

人の方が移住してきたというのをＰＲに使っ

ているところも実際あります。観光とかアニ

メとかという部分も一つのツールとして発信

している自治体はたくさんあります。 

 選択するのは移住者側にはあるんですけれ

ども、情報発信とか情報収集という部分では

よその自治体に負けとったらあかんし、やは

りよその自治体と違いを見せつけやなあかん

のかなというふうに考えています。私は橋本

市というのは都会に一番近い田舎やというふ

うに考えています、約１時間もあったら大阪

の中心地にまでばんばん行けるしというのも

あります。 

 ５Ｇに関しても、恐らくもう二、三年すれ

ば全体に浸透するのかな、そういう環境が整

うのかなというふうに考えておるんですけれ

ども、今、橋本市でもしかしたらこの部分が

一番不足しているんかなと。それはＰＲとい

う部分も含めてですけれども、やはり、もっ

ともっと情報を橋本市として収集して、もっ

ともっと情報という商品を表に出していくと

いう部分が必要だと思うんですけれども、い

かがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）橋本市をＰＲ

していくという視点で、平成27年度より経済

推進部の中にシティセールス推進課、それか

ら、はしもとブランド推進室等が創設され、

私たち職員としても積極的にＰＲをしている

んですが、まだまだそういったことが大きな

実績として結びついていっていないというよ

うなことを考えています。 

 そういった中でも、本市としてＰＲできる

ということについては、まだまだ私たちが気

づいていないことがたくさんあると思います

ので、そういったところを積極的に発掘して、

今後もＰＲに努めたいなと、そんなふうに思

っています。 

 12月議会で、橋本映像研究部というんです

が、職員の中で動画をいろいろ研究するとい

う部署をつくってというようなお話をさせて

いただいていたと思うんですが、今現在その

メンバーを募集しています。令和３年４月か

ら活動する予定ですが、若い職員を中心にい

ろんなＰＲのしかたを勉強してもらって、私

たちもいろんなことを若い職員から、頭を軟

らかくするような知恵を頂きながら、一緒に

なって取り組んでいきたいなと、そんなふう

に考えているところです。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）期待しています。ぜひ

よろしくお願いいたします。 
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 さっきの企業誘致のところの答弁の中で、

インターネット環境の向上が本市へ進出する

企業や施設整備を検討する企業などの追い風

になることを期待しつつ情報収集を行ってい

くという答弁を頂きました。 

 でも、これって私が思うに、企業誘致だけ

じゃなくて、企業誘致することで移住してく

る人もおるかもしれへんし、また、テレワー

クという部分で移住を考えているという方も

いらっしゃるかもしれない。ということは、

私の中では、これはそういった意味での情報

収集と一緒なのかなというふうに感じており

ます。 

 そこで、この情報収集というのは具体的に

どういったところを指しているのか、いかが

でしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）先日協議をさ

せていただいたのは一つの大手キャリアです。

その他にも本市で５Ｇを拡大する、基地局を

造るというような事業所がございますので、

そういったところにも本市から情報収集をさ

せていただきたいというような依頼を、まず

はさせていただきたいなと思っています。 

 ５Ｇに関する技術革新というのは、これは

企業にとっても、それから、その地域に住ん

でいる方、ましては大阪周辺、都会からこち

らに移住されようと考えている方、それから、

企業誘致を検討される企業にとっても、非常

に大事な項目の一つになりつつあると思いま

すので、しっかりと、定期的に情報を頂ける

ように私たちも勉強していきたいと、そんな

ふうに思っているところです。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。やっぱりもう、さっきも言いましたけ

ど、情報って商品になる時代になっています

ので、橋本市がすごくこういう情報を持って

いるんやと、逆によその企業から聞きに来る

ぐらいになったらいいなというふうに考えて

おります。 

 職員の仕事を増やすことになるかもしれな

いんですけれども、そのことが結果、人口が

減っていくスピードをちょっとでも緩められ

へんかとかでもつながっていけばいいですし、

企業誘致が進んでいけばいいのかなというふ

うに考えますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 移住される方の全国平均の年齢がだいたい

30歳から40代というふうに言われております。

実は、私の知り合いももともとＣＡをやって

いて、その後、大手の企業に引き抜かれて海

外を中心に仕事をしている方なんですけれど

も、もともともどっちかというとテレワーク

中心やったと。海外へ行く前に本社に１週間

ぐらい詰めて話をして、そのまま海外に行っ

て、結果報告等はまたテレワークでやってき

たという人もおって、今はさすがにコロナ禍

なので、そういう仕事はないんですけれども、

海外には行けないですけれども、相変わらず

会議はテレワークでやっていると。 

 現在、東京で住んどんやけども、もう高野

口へ帰ってこうかなというような話も聞いて

います。ということは、もしかしたらチャン

ス。そういう方ってその辺におるんかなとい

うふうに考えられるんですけれども、やはり、

特に、移住年齢が先ほど言った30代から40代

が多いというところで、ここに絞ったという

言い方はおかしいかもしれませんけれども、

可能性の高いところに対する情報発信という

ことについては、どのようにお考えでしょう

か。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）おただしにお

答えさせていただきます。 

 20代も含め、30代から40代の子育て世代と
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いうのは本市が移住者のターゲットとして設

定していますメインの層になります。これら

の層に情報が届きますように、検索サイトで

あるヤフーを通じて、それらの年齢層で、地

域の設定や移住に関するサイトを閲覧してい

る人に広告を表示できるように努力もしてい

ます。 

 また、東京圏、関東圏を中心としたイクメ

ン世代に読んでいただけるような雑誌とフリ

ーペーパーにも広告を出稿しています。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）ネットなんかでやっぱ

り調べても、最近、橋本市ってなかなか移住

の部分で引っかかりにくいというんかな、と

いうのがあるかと思います。結構いろんな大

手の不動産屋なんかでもそういった特集とか

組まれておるんですけれども、和歌山県特集

とかを見ても、何で橋本市は名前出てないん

やろうと、どうしても思ってしまうところも

あって、一つにはもしかしたら情報発信の弱

さが、もしかしたらあるのかなというふうに

も考えています。 

 よその、うちへ移住したらこんなんあるよ

というのを見せてもらっても、全然うち負け

てないやんというのがほとんどなので、やは

り今、部長に答弁いただきましたけれども、

どんどんどんどん発信していって、そういう

ところにもちょっとでももし引っかかれば問

合せが増えるのかなと。 

 問合せが増えれば移住してくる方が増える

可能性もある。少なくとも問合せとかは来る

と思いますので、ぜひ今後ともそのあたり、

力を入れた情報発信というのはお願いしたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

 先ほど、情報が商品になる、商材になるよ

というお話もさせていただきました。以前、

４番議員が自動販売機の防犯カメラの一般質

問をされておったかと思います。私の知り合

いも同じようなことをやっとって、そういう

のってどういう、意図って言い方はおかしい

ですけども、やるのというたら、やはりそこ

も、ピンポイントで防犯カメラを設置すると

いうことで情報を、例えば交通量であったり

人の動きであったりというような情報も捉え

られるんやと。それが自治体にとって、防犯

カメラというウインの部分と企業にとって情

報というウインの部分があるので、そういう

ことを積極的に売り込んでいるんやという話

を聞いたことがあります。 

 やっぱり情報という、これが商品がほんま

どないになるか分からん中で、先ほどから移

住者へのＰＲを積極的にしていくという答弁

を頂いておりますけれども、それがシティセ

ールス課だけなのか、もしかしたら、今後、

学校とかでｉＰａｄとかを利用して授業をし

ていく中で、もしかしたらそこにぽつんとそ

ういう意見が出てきたときに、うまいこと市

の中で共有できるのかなと。 

 窓口はシティセールス課かもしれませんけ

れども、情報収集の窓口は全部の部署、もち

ろん私たちも含めてですけれども、でなかっ

たらあかんというふうに思います。やはり、

市全体でまずは情報収集という部分を考えて

いただきたいと思うんですけれども、そのあ

たりについてはいかがでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）橋本市のよさ

を全国に発信していくということについては、

子どもたちであれ高齢者の方たちであれ、い

ろんなＳＮＳ等のツールを活用して情報発信

していただけるものと思っています。私たち

職員も個々いろんな形で情報発信をするとい

うような努力が、まだまだこれからも必要じ

ゃないかなと考えています。 

 橋本市の魅力を市民の皆さんに積極的にＰ

Ｒしていただけるような取組を、シティセー
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ルス課から市役所内部、それから市民の方に

お願いできるような形で、しっかり声をかけ

ていきたいと、そんなふうに考えていますの

で、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）ぜひよろしくお願いい

たします。そうなることで、橋本市のよさが

どんどん前に出ていって、いろんなとこで見

ていただいた結果、どこで何が起こるか分か

らない、でも、表へ出でらんと何も始まらな

いという部分がありますので、よろしくお願

いいたします。 

 １問目を終わります。 

○議長（土井裕美子君）議長より申し上げま

す。 

 本日の会議時間は、議事の都合により、あ

らかじめこれを延長いたします。 

 次に、質問項目２、市道高野口８号線の進

捗に対する答弁を求めます。 

 建設部長。 

〔建設部長（奈良雅木君）登壇〕 

○建設部長（奈良雅木君）市道高野口８号線

の進捗についてお答えします。 

 市道高野口８号線全区間（国道24号交差点

から市道高野口北部連絡線交差点）と、県道

九重名倉線の一部区間（県道高野口停車場線

交差点から市道高野口北部連絡線交差点）の

交換については、地方の幹線道路である市道

を和歌山県が管理し、生活道路として地域住

民が利用する道路を橋本市が管理することを

目的として、交換協議を進めています。 

 進捗状況としては、担当者間の打合せを経

て、事前協議を平成31年１月から開始してい

ます。具体的には、交換区間の決定に始まり、

双方の管理する道路の管理施設や占用物件、

道路の維持に要する費用、橋梁の老朽化度等

の提示、また、現地立会いにおいては修繕の

必要な箇所と管理区域等の確認を行い、交換

することに問題や課題がないかを互いに検討

し協議を重ね、本年ようやく覚書の締結に向

け県と調整しているところです。 

 今後、交換に関する覚書を取り交わし、双

方が管理する道路の修繕等について交換条件

を満たした後、双方が新たな道路を認定した

段階で交換することになりますので、ご理解

をお願いします。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん、再

質問ありますか。 

 13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）答弁ありがとうござい

ます。この質問は私、平成29年かな、以前一

般質問をさせてもらったんですけれども、今

答弁いただいたとおり、前向いてちゃんと動

いとるでというので、大変ありがたく思いま

す。 

 合併する前、私はまだ、今も高野口やけど、

当時、話を聞いとったのは、代行工事みたい

な形で高野口町が区間を一旦工事して、終わ

った後に県へ戻すんやというような話を昔聞

いていました。なかなか戻れへんのやなと思

いながら平成29年に一般質問をさせていただ

いたという経緯があります。 

 現在、前向いて動いとるということなんで

すけれども、やはり、絶対うちのほうがメリ

ットは圧倒的に多いと思うんですけれども、

やはり、交換していく中で、修繕費の部分で

あったりとかということで、メリット、デメ

リットがあるのかなというふうに考えておる

んですけれども、そのあたりについて、いか

がでしょうか。 

○議長（土井裕美子君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）それでは、メリッ

ト、デメリットについて、日常の維持管理の

観点から、まずは説明させていただきます。 

 まず、メリットですが、一点目は橋梁の維

持管理費の削減になります。これは現状２橋
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管理しているのが１橋になること、もう少し

踏み込めば、橋面の面積として約4,570㎡ある

のが85㎡になります。 

 次に、二点目。草刈りの面積が少し削減さ

れます。これにつきましては年に２回刈ると

ころもございますので、延べの面積で説明さ

せていただきましたら、現状7,100㎡が約

7,000㎡に削減されます。 

 次、三点目。これは冬の雪寒対策、これが

不要となります。 

 次に、四点目については、道路照明の電気

料が削減され、また、維持管理も必要なくな

ります。 

 今、説明させていただいた四点のトータル

コスト、年間に換算して、年間に約150万円の

削減となると思います。 

 次に、日常管理においてのデメリットです

が、これにつきましては、延長が500ｍ増える、

または生活密接道路になることにより、日常

のというか、対応件数は増えることが見込ま

れます。 

 それで、将来を踏まえた中で大きなメリッ

トとすれば、例えば大規模修繕が必要となっ

たとき、今の現況の８号線の場合は、舗装の

打ち替えを全部したとして約8,000万円ぐら

いのコストがかかってこようかと思います。

現状では、交換までに県に指摘されて修繕の

必要があるのは、舗装の損傷部、それと区画

線の薄くなったところの引き替えで約250万

円を見込んでおりますが、将来的に大規模修

繕が必要となったときは8,000万円ぐらいの

コストが必要となってくる。 

 そして、もう一点。現状の橋梁については

健全度２ですけども、将来的に老朽化が進ん

で３、４になったとき、私どもが今管理して

います８号線では、延長が411ｍある橋梁があ

り、または、それがＪＲの高架橋となってお

ることから、もしもこれに大規模修繕をしな

ければならないことになれば、多大なお金が

必要となってくると考えます。 

 よって、メリットのほうが大きいことは間

違いなく、少しでも早い時期の交換をめざし

頑張りたいと思いますので、ご理解のほどよ

ろしくお願いします。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）よろしくお願いいたし

ます。以前聞いたときにも相当お金が、相当

な額がかかるというのも聞いていますし、ま

た、ＪＲの上ということで、その部分だけは

ＪＲが点検されると言うたんかな、いろいろ

そういうお話も聞いている中で、市にとって

は、できるだけ早く県道と市道を交換してい

ただいたほうが、今の答弁でもメリットのほ

うが大きいということだったので、よろしく

お願いいたします。 

 となった場合に、やはり最終的に、本年度

中に、先ほど覚書に調印するという答弁があ

ったかと思うんですけれども、それをやった

その先の最終目標というのか、だいたいどの

辺をめどに交換できたらいいなというか、ど

の辺のめどまで頑張っていこうかなというの

がありましたら、答弁をお願いします。 

○議長（土井裕美子君）建設部長。 

○建設部長（奈良雅木君）相手もある話です

ので、できるだけ早い時期をめざすというこ

とでご容赦願えますか。 

○議長（土井裕美子君）13番 田中さん。 

○13番（田中博晃君）それはそうですね。県

の話ももちろんあるので。 

 でも、やはり、できるだけ早い時期にめざ

していっていただければ。今、250万円ぐらい

一旦かかるのかなというのも、あんまり長な

ったらまた金額が増えるかもしれへんしとい

うことで、県との協議を進めていっていただ

きたいと思います。 

 これで終わります。 
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○議長（土井裕美子君）13番 田中さんの一

質問は終わりました。 

                     

○議長（土井裕美子君）お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ延会し、明

３月９日午前９時30分から会議を開くことに

いたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（土井裕美子君）ご異議がありません

ので、そのように決しました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

（午後４時48分 延会） 

                                           


